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添付-5 調査の背景・目的 

1. 調査の背景 

1.1 国道 5号線の現況 

カンボジア国（以下「カ」国）では、道路輸送が人的輸送の約 65％、貨物輸送の約 70％を占め
ており、「カ」国国内輸送の中心的役割を果たしている。1970-80年代の内戦の間、実質維持管
理がなされていなかった事から道路の大部分が損壊した。1993年から我が国、アメリカ合衆国、
オーストラリア国、アジア開発銀行（以下、ADB）、世界銀行等の支援により復旧が推し進め
られてきた。 

国道 5 号線は、首都プノンペン市と主要地方州都バッタンバン（Battambang）市を結び、タイ
国境のポイペト（Poipet）を経てバンコクへ繋がる「カ」国基幹道路であるとともに、大メコン
圏南部経済回廊及びアジアハイウェイAH1号線の一部としてメコン地域の産業大動脈としての
路線として位置づけられ、「カ」国基幹道路の一つとなっている。しかし、プノンペンから 12.6 
km地点及びシソポンからポイペト間（アスファルトコンクリー卜舗装）を除き、すべて DBST
舗装による整備となっており、道路状態が悪化している。 

1.2 中長期的対策 

このような状況に対し、「カ」国公共事業運輸省（MPWT）や JICAを含む援助機関は中長期的
観点からの対策を検討・実施している。 

(1) 鉄道 
MPWT は ADB の資金援助を受けて、国道 5 号線に並行してプノンペン～タイ国境を結ぶ鉄道
（北線）と国道 4 号線に並行してプノンペン～シハヌークビルを結ぶ鉄道（南線）のリハビリ
テーションに着手し、道路輸送の負担軽減を図っている。南線の事業は 2012年までにプノンペ
ン～カンポット（約 180km）が開通（週便運行）しているが、北線の事業は事業費の不足で事
業はとん挫している。 

(2) その他の公共交通の計画 
 2001 年に JICA が実施した「プノンペン市都市交通マスタープラン調査」で路線バスの導
入を提唱し、路線バス運行の社会実験を 1 ヶ月間にわたり実施したが、実際の導入には結
びつかなかった。 

 2009 年に日本の経済産業省が実施した調査で空港～プノンペン都心間に軽量鉄道（LRT）
の導入を検討した。 

 2010年にフランス政府が実施した技術援助の中で路面電車の導入を提案。 
 現在 JICA で実施中の「プノンペン市都市交通計画プロジェクト」（技術協力）で LRT の
導入を提案することを検討中。上記フランス政府の路面電車提案も考慮しながら検討中。 

(3) 港湾（舟運） 
 シハヌーク港が最大の港湾であり、事実上の唯一の国際港湾。この改良を計画中。 
 トンレサップ川に面してプノンペン港があり、プノンペンへの舟運の港となっている。 
 メコン川沿いプノンペンから約 30km下流の地点（国道 1号線の近く）に SEZ（経済特区）
が計画されており、この付近にあたらしいプノンペン河川港が建設されている。 

(4) 空港 
 現時点で空港のマスタープランは存在しない。 
 5箇所の地方空港の改良が検討されている。 

1.3 国道 5号線のため円借款の協議 
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のこのような状況を踏まえ、JICAは 2010年 11月に調査団を派遣し、国道 5号線の北区間（バ
ッタンバン～シソポン）及び南区間（プレククダム橋～スレアマーム間）を対象とした協力準

備調査を実施することについて合意し、2011年 2月に「国道五号線整備事業準備調査」を開始
した。調査の結果、北区間（約 68 km）を円借款事業として先行して整備することとなった。
現在、北区間の円借款については、E/N（2013年 2月）、L/A（2013年 5月）の調印が完了して
いる。 

その後、2011年 9月に甚大な洪水が発生し、南区間の多くの箇所が被害を受けた。そのため「カ」
国と JICAは南区間（約 139 km）について調査を実施することに合意した。現在、「国道 5号
線(南区間)改修事業準備調査」を実施している。 

さらに、道路整備の一貫性の観点から、残る中央区間（スレアマーム－バッタンバン間）につ

いても調査を進めるよう「カ」国政府より要請があり、今回の調査を実施することとなった。 

 
2. 調査の目的 

国道 5号線改修事業（中央区間：スレアマーム－バッタンバン間）について、事業目的、概要、
概略事業費、事業実施体制、運営・維持管理体制、環境及び社会面の配慮等、我が国が円借款

事業として実施するための審査に必要な調査を行うことを目的とする。 
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添付-6：トンレサップ湖地域の環境 

 
トンレサップ湖は、カンボジア王国中央部に位置する東南アジア最大の淡水湖である。乾季のトン

レサップ湖の面積は 2,500～3,000 km2だが、雨季になると、メコン河の水がトンレサップ川を通っ

て湖に逆流してくるため、その約 3～6倍の 10,000～16,000 km2にまで膨れ上がる。平均水位も乾

季には 1～2mであるのに対し、雨季には 8～10mにまで上昇する。湖の水は、全長約 120キロのト
ンレサップ川を通って、湖の南東に位置する首都プノンペンでメコン河と合流し、その後、メコン

河とバサック川の 2本の川に分れ、最後はメコン・デルタを経て南シナ海へと流れ込む。 
 
トンレサップ湖の周辺には、「氾濫原」と「浸水林」が広がっている。氾濫原とは、川によって流さ

れてきた土砂が堆積し、毎年洪水によって必ず冠水する平地のことであり、浸水林とは、水没に耐

えられる樹種で構成された森林のことである。トンレサップ湖の浸水林は、様々な種類の動植物が

生息しており、トンレサップ湖の豊かな生態系を育む源泉となっている。例えば、浸水林では 200
種の植物、42種の爬虫類、225種の鳥類、そして 46種の哺乳類が確認されている（The Tonle Sap 
Basin Strategy 2004, ADB）。また、トンレサップ湖地域全体では 225種の鳥類、200種以上の淡水
魚、40 種の爬虫類が確認されているとの報告もある（Cambodia Environment Outlook 2009, 
Ministry of Environment）。浸水林地帯は植物や陸上動物だけでなく魚類にとっても重要な存在で
ある。メコン河下流で生まれ回遊する魚は、雨季のはじまりになると産卵のためにトンレサップ湖

の浸水林を目指す。また、回遊しない魚も、浸水林で産卵し、繁殖する。浸水林ではプランクトン

の増殖が盛んで、有機物も多く存在するため、魚が繁殖するには理想的な環境が整っている。しか

しながら、この浸水林は農地への転換や過剰な薪採取、動物を捕まえるための伐採により破壊が進

んでいる。 
 
浸水林の破壊以外にトンレサップ湖地域が抱える環境問題としては、生活排水による水質汚濁や過

剰あるいは違法水産活動による水産資源の減少、山岳地帯での森林伐採に伴う堆砂量の増加が挙げ

られる。 
 
 


